
韓国 マニフェストアカデミーにおける講演について 
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１ テーマ 

日本におけるマニフェスト選挙の状況と課題について 

２ 経過   

・マニフェスト本部としては、マニフェスト選挙の意識向上を目指して、話題を広げるため、最

初の部分だけでも顔見世として先発の日本の関係者を呼びたいという意向があったようで、礒

崎教授にはじめに依頼をしたが、日程的に困難として断られたため、話が回ってきたものであ

る。 

・3 月 23 日（木）慶應大学藤沢に留学する韓国の金在容さんからメールで依頼があり、時日が迫

っており困っている様子であったため、25 日、電話があったときに受けることを話す。 

・資料については、先方の意向が明確に把握できず、結局、2 月に使ったときの資料の翻訳版を

配布資料とすることになった模様。 

・4 月 3 日午後 7 時前韓国に着き、マニフェスト政策選挙推進本部代表のユー・ムン・ジョン（Yu 

Mun Jong）氏、金在容氏と打合せ。（ユーさんとは 2 月にも会っている。） 

・4 月 4 日（火）ソウルで、5 日（水）京畿道でアカデミーが開催され、そこでそれぞれ約 50 分、

表記テーマで話をした。5 日午後 8 時過ぎの便で帰国。 

３ 韓国のマニフェスト選挙をめぐる状況 

・2 月 1 日に本部を立ち上げて以降、マニフェスト選挙を推進する動きは全国的に広がってきて

いる。 

・3 月 16 日（木）主要政党代表者が、マニフェスト選挙を行なう旨、国民に表明、マスコミも積

極的にＰＲしている。 

・本部の判断としては、有権者本位の選挙となって、国民が政策に興味が持てるようになること

が大事であるとして、特に地域の活動に力を入れている。広域の１６道のうち、１１には本部

の機構が設立され、4 月末までには全道で設立の見込み、基礎自治体においても２３０あるう

ち、主要都市 20 で本部が作られた。これは 30 までもっていく予定。 

・地域における活動では、住民評価団を作り、マニフェストの事前評価をしようとしており、や

や勇み足で評価をやってしまったところもある。候補者は、評価をしないとマニフェストに真

剣にならない面がある。 

・韓国では、政策と作る主体は政党であり、行政ではない。このため、ウリ党では各候補者のマ

ニフェストを集めて事前評価を行なうこととしている。（このこと自体は好ましいことと考えら

れる。）政党選挙が地方選挙まで深く浸透しており、無所属で選挙ということはない状況と推察

される。 

・5 月 31 日の選挙のあと、結果をきちんと分析する予定。（大統領選挙に向けて、という意味か？） 

４ アカデミーにおける取組み 



・今回のアカデミーは、5 月 31 日の地方選挙に首長候補をして立候補する予定の人たちを対象と

してマニフェスト選挙のやり方の教育を行なうもの、選挙管理委員会が後援、マスコミでは中

央日報が後援している。 

・全国 6 箇所で、1 週間強にわたって開催、地域によって、浸透度が違い、半島東部は関心が薄

いのが実態。 

・会場は、選挙管理委員会の会議室等を使い、選挙管理委員会の地域の代表者も、開会の式典に

は顔を出している。 

・開催に当たって、主催者挨拶は地域のマニフェスト推進本部の代表（市民活動家）の挨拶に始

まって、各政党の代表が挨拶を行なう形を採る。 

５ 講演の構成等 

・講演 1 金永來教授    マニフェストとは 

・講演２ 井上 金在容  日本の状況  

・講演 3 Lee,Dong-Chul （実践 ザ･マニフェストの翻訳会社の代表（Manifesto Research 

Institute）） 評価指標･評価計画 

・講演 4 （   ） マニフェストの作成方法 

・講演 5 ジョン チャン キョウ マニフェストの活用方策（世論研究所専門研究員） 

・修了証授与式では Kang Jee Won(元国家青少年委員長)から修了証授与と記念撮影が行なわ

れた。（この人と一緒の写真をとることは、たいへん誇らしいことであるとのことで、そのこと

自体が選挙で好影響を与えるぐらいの価値があるというのが金さんの話であった。） 

６ その他 

・アカデミー開催の前に、政党幹部と挨拶をするようにということで、幹部の方と会う。 

ウリ党 政策責任者 

ハンナラ党 ソウル市長立候補予定者 

ウリ党 京畿道知事立候補予定者（サムソン電子社長） 

選挙管理委員会所長   ほか 

・4 月 5 日 金永來先生と昼食、2 月 3 日の学術大会のときの記録出版本をいただき、松沢知事，

久住氏にもお渡しいただきたいということで 2 冊あずかる。 

・マニフェスト選挙を推進する候補者は、赤い大きめのワッペンをつけ、また、マニフェスト運

動を推進する市民は、小さめの青のワッペンをつけることで運動推進を図ることとしている。

また、共通のベストを着用して写真撮影等を行なう。 

・4 月５日の中央日報の 1 面と 3 面に 4 日開催の状況に関する記事が出る。 


